
主な花材 キキョウ（五月雨ムラサキ） （大阪府産）

姫ガマ （兵庫県産）

ルリ玉アザミ（ベッチーズブルー） （長野県産）

スモークグラス （福岡県産）

アセビ （奈良県産）
名前の由来は、馬が食べると酔ったように足がふらつくことから付けられたといわれて
います。

花言葉：犠牲、献身

花言葉：永遠の愛、気品

日本では古くから親しまれている花であり、観賞用だけでなく、漢方や家紋にも使われ
てきました。最近では、野生のものは絶滅危惧種に指定されている貴重な植物です。

瑠璃色の小さな花がまとまって咲き真ん丸な球形になることや、アザミに似た針が集
まったような花の姿から、瑠璃玉薊（るりたまあざみ）の名が付けられました。

花言葉：鋭敏、傷つく心

花言葉：率直

名前の由来は、あまりにも繊細な穂の部分が、まるで煙でかすんでいるように見えるこ
とからといわれています。

湖や沼などの湿地に生息します。古事記の「因幡（いなば）の白兎」で、ウサギの傷を
癒やした植物としてよく知られています。

花言葉：見かけによらない優しさ

テーマ 五月雨ムラサキ

さ み だ れ


